
たばこ事業のサステナビリティ戦略として、４つの注力分野（お客様の期待を上回る製品サービ
スの提供・人材への投資・持続可能なサプライチェーンの構築・事業を取り巻く規制への適切な
対応と不法取引の防止）を設定（関連するＳＤＧｓのGoalも明記）。京都支社では地域課題に合
わせて上記方針に沿った活動を実施する。

たばこ事業全体で、2030年までに、事業活動由来の水使用量を2015年比15%、廃棄物発生量を20%
削減する。京都支社でも廃棄物量の目標を設定し、「SDGｓ１２：つくる責任　つかう責任」に
貢献する。

リスク低減製品を開発・投入し、的確で十分な情報提供を行う。京都支社でも率先してリスク低
減製品においてお客様に幅広い選択肢を提供し「SDGｓ３：すべての人に健康と福祉を」に貢献
する。また、パートナーシップで地域社会の課題解決に取り組むRethink Projectを通じ、地域
に根差した取り組みを行う

たばこ事業全体において、労働災害ゼロを目指し、労働災害件数を２０２３年までに２５％、２
０３０年までに５０％削減する（基準年：２０１５年）。京都支社では、交通災害・業務災害・
職場ストレス状況の低減等の６項目において目標値を設定・活動し、「SDGｓ８：働きがいも経
済成長も」に貢献する。

～『ひろう』という体験を通じて、『すてない』気持ちを育てたい。もっともっとすてない人を
増やしたい。～という願いから生まれた、一般参加型の清掃活動イベントを定期的に実施。
直近では、2022年4月2日（土）・3日（日）に、「さくらよさこい」イベント会場の岡崎公園で
開催。


